
令和８年度キタミズクラゲ出現情報（No.２） 

 

岩手県水産技術センター 

      令 和 ８ 年 ５ 月 2 8 日 

 

岩手県沿岸域で局所的にキタミズクラゲ等の大量発生が確認

されています。 

 

１ 本県におけるキタミズクラゲ出現状況 

 ４月上旬から５月現在に至るまで、両石湾内の定置網でキタミズクラゲ等の大量入網が報告さ

れているほか、４月下旬から５月上旬には、田野畑村沖の定置網でキタノアカクラゲのまとまっ

た入網が報告されています。また、当センターの調査船調査では、４月中旬には三貫島周辺で、

５月中旬には綾里沖でキタミズクラゲの出現が確認されています。 

２ 全国のキタミズクラゲ出現状況の概要 

 漁業情報サービスセンターがとりまとめた情報によると、３月中旬から４月上旬まで宮城県金

華山周辺、５月上旬には北海道日高沖の定置網でキタミズクラゲ等の大量入網が報告されていま

す。また、青森県六ヶ所村沖の定置網では、５月上旬時点で大量入網が継続しています。 

 

上記１及び２の情報から判断すると、現在、本県沿岸域の広範囲にわたり、キタミズクラゲが

分布しています。出現の規模は正確には把握できていませんが、両石湾の定置網では、操業の支

障となる規模の入網が報告されています。採捕された個体は傘の直径が 20～30cm、体重が 500

～1,000g の中～大型個体でした（図１）。 

４月から現在に至るまで、本県沿岸域に流れ込む津軽暖流の勢力が弱い（図２）ため、流され

ることなく湾内で滞留しているものと考えられます。また、いくつかの湾内で動物プランクトン

の急増が確認されており（図３）、キタミズクラゲの成長に影響している可能性があります。 

キタミズクラゲは 20℃以上で死亡するため、海水温の上昇とともに減少しますが、６月に入る

と津軽暖流がやや強くなる見込み（図２）であり、引き続き出現動向を注視する必要があります。 

 

クラゲ類の大量入網・出現の情報などが確認されましたら、最寄りの水産部、水産振興センタ

ー又は水産技術センターまで（できれば写真を添付のうえ）お知らせください。 

（参考）キタミズクラゲに関する情報は、漁業情報サービスセンターにて取りまとめ、ホームペ

ージで公開しておりますので、併せてご確認ください（URL：http://www.jafic.or.jp/kitamizu/）。 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

 漁業資源部（担当：岡部） 

 電話：0193-26-7915 

 FAX：0193-26-7920 

 E-mail: CE0012@pref.iwate.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 令和８年５月中旬に綾里沖（左）及び両石湾の定置網（右）で採捕されたキタミズクラゲ 

図２ 50m深海流の令和８年５月 24日の実況図（左）及び６月３日の海流予想図（右） 

※ 気象庁 HP（気象庁 | 表層水温・海流実況図）より引用 

 

図３ 令和８年３月下旬及び４月下旬における各湾内の動物プランクトン沈殿量及び表面水温 

※ 平年値は過去 20～23 年間の同期の平均値。野田湾は H17、H19 及び R3～7 の７年間の調査結果の平均値。 
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